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議
長
委
員
長
な
ど
決
る

15月の町議会1
選
挙
後
初
め
て
の
町
譲

会
が
五
月
十
四
日
招
薬

さ
れ
、
先
づ
最
年
長
の

桑
原
議
員
仮
議
長
と
な

り
、
議
畏
選
挙
を
行
い

本
釜
清
議
員
が
当
選
、

議
長
を
交
替
し
て
、
霞

席
の
ち
ゆ
う
せ
ん
を
行

っ
て
、
後
今
回
の
会
期

を
百
と
決
定
、
副
議

長
選
挙
、
鰻
員
提
出
の
委
員
会
条
例
の

一
部
改
正
は
原
案
通
り
可
決
、
常
任
委

員
長
、
教
育
委
員
な
ど
の
選
任
を
行
い

大
根
占
町
工
事
執
行
条
例
一
部
改
正
を

原
案
に
決
定
し
て
閉
会
し
た
o

な
お
、
常
任
委
員
長
な
ど
の
顔
ぶ
れ
は

別
表
の
通
り
で
あ
る
φ

五
月
二
十
六
日
招
集
の
第
五
回
臨
時
議

会
の
も
よ
う
は
次
の
通
り
で
す
。

助
役
、
牧
入
役
、
監
査
委
員
な
ど
の
選

任
に
っ
い
て
は
、
原
案
通
り
同
意
す
る

乙
と
と
し
、
議
案
四
二
号
大
根
占
町
普

通
河
川
等
管
理
条
例
の
制
定
の
件
、
原

案
可
決
、
同
四
三
号
大
根
占
町
役
場
支

所
設
置
条
例
制
定
の
件
r
同
四
四
号
九

州
商
船
殊
式
会
社
に
対
す
る
、
株
式
出

資
の
件
、
い
す
れ
も
原
案
に
決
定
。

神
川
6
0
宮
園
昭
二
氏
の
有
線
放
送
に
つ

い
て
の
陳
情
は
総
務
委
員
会
に
付
託
す

　
　
教

育

委

員

に

る

こ
と

A
さ
れ
た
。

前
の
役
場
衷
所
設
置
条
例
は
校
区
民
の

要
望
に
そ
い
、
池
田
に
役
場
の
交
所
を

置
き
、
七
月
一
日
か
ら
発
足
す
る
こ
と

に
な
つ
て
い
ます
。

議

長

　
　
　
本
釜
　
清

副
譲
長
　
　
　
諏
訪
原
森
助

譜
会
選
出
教
育
委
員
遊
喜
資
能

臨
時
出
納
検
査
立
会
人
　
前
園
　
栄

　
　
　
　
　
　
　
　

瀬
戸
藤
吉

都
市
計
画
審
譲
会
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
長
岡
正
一

　
　
　
　
　
　
　
　
大
山
治
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
落
司
吉
彦

常
任
委
員
（
◎
印
委
員
長
）

総
務
委
員
会

　
◎
川
辺
盛
康
、
原
田
速
雄
、
宮
園
薗

　
　
矢
、
毛
下
清
武
、
瀬
戸
藤
吉
、
牧

　
　
原
清
治
、
落
司
吉
彦
、
大
山
治
吉

　

祢
占
＋
熊

土
木
委
員
会

　
　
1

　
◎
黒
瀬
健
郎
、
落
司
吉
彦
、
壱
崎
実

　
　
志
、
押
領
司
国
雄
’
半
下
石
＝
勇

　
　
前
園
栄
、
長
岡
正
一
、
祢
占
十
熊

　

遊
喜
資
能

経
済奮
ハ
会

　
◎
毛
下
澱
武
、
瀬
戸
醸
吉
、
宮
國
直

　
矢
、
押
領
司
国
雄
、
半
下
石
三
男

　
　
平
原
喜
太
郎
、
里
繍
⌒
健
郎
、
桑
原

遊

喜

議

員

　
展
次
郎
、
長
岡
正
I

女
教奮
へ
会

　
◎
牧
原
清
治
、
壱
崎
実
志
、
平
原
喜

　
太
郎
、
原
田
速
雄
、
川
辺
盛
康
、

　

桑
原
盛
次
郎
、
前
間
※
’
大
山
治

　

吉
、
遊
喜
資
能

懲
罰
委
員
会

　
◎
平
原
喜
太
郎
、
撤
戸
藤
吉
、
前
園

　
栄
、
黒
瀬
健
郎
、
壱
崎
実
志
、
祢

　

占
＋
熊

△
監
査
委
員

　
　
　
祢
占

十
熊

　
　
　
　
　
　
　

神
川
静
夫

　
　
　
　
　
　
　
高
　
型
体

’

　　6月の行事
4口　幽歯予防デー
7日　計銀　念日
8日　町青協臨時総乙
10日　時の配念日
12日　入梅　14日大農回臨
　　　時総会食晶衛生週聞
22日　　　艮至　　24日　　IHgSI！tF

◎ツベルクリン、BCG
　　注射
（ツー一・ツベルクリン　B－

　BCG）
大根占　ツ8日　B10日
神川　ツ9日　Bll日
池　　Hd　　ツ13日　　］B　15日

酬原　　ツ14日　　］Bl6日

　　〃町民の声・’を

　　つのる
朋るい政治は、盛りあがる
朋朗健全なようんのあつま
りによつて行われるものC“
す。町民の声を町政ピ反映
させ、よりよい町政ができ
るよう、たくさんの投稿を
お待ちします。　　　　　1
◎あて先は『役場広報係』
毎月25日しめ切り
◎内容は、町行政、および
　大根占町の発展、朋朗化
　に関するもの
◎字数は約800字以内　（ご
　譜求があれぱ用紙をさし1
　上げます）　　t
°聖謬罐暫と遷
　く名や、変名は採用しま
　せん。
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譲
会
㊤
務
局
の
矢
野
清
氏
の
牧
入
桂
就

任
、
機
構
の
一
烹
改
正
に
よ
る
、
人
恨

が
六
月
一
日
μ
・
ユ
．
」
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

役
場
な
ど
、
各
桟
関
の
配
置
は
次
の
通

り
で
す
。

町
役
場

町
　
長

助

宮
里
　
軍
吉

役
坂
元
左
武
郎

牧
入
役
矢
野

清

総

務

課

課

長
庶
葱
主
任

広
報
統
計
係
主
任

戸
籍
係
主
任

雫葬雫麗奇曇奮

窒斐節薯資覧箋

れそ
う

下旬に大雨のお

一
災害にそなえよ

氣象
概況

6月中
　旬は
気匪力

なりま
の天気
平年並

6月下
梅雨前
づき、

あり前
量は多
7月一
雨前線
末か一ド

7月末
申旬頃
雨量は，

◎災
戦後は

10ミ
になつ
350
L3月8
れがあ
とみて
1酪ド水

いよう
の多い
を急が．

何
じめ低気圧がやs発遼しNその後一時移動性高
ξあらわれ梅雨前線は南海上に後退い雨が少く
1すが、旬半頃から、再び前線は北上い梅雨型
となりましよう。気温は一時やN低いが、大体
かやX高いでしよう、雨量はやX多い見込です

旬
練は九州附近に停滞し、梅雨型の気圧配置がつ
本格的な梅雨型となりましよう。気温は変動が
半や、低く、後半はやy高くなりましよう。雨
く、とくに旬後半は大雨となる傾向があります
・梅雨型の気圧配置は月の半過ぎまで続き、梅
は九州附近にあることが多＜、梅雨明けは中旬
旬になり、夏型の安定した気庄配贋となるのは
1か8月初めになる見込です、気温は低目ですが
からや〉高くなり、むし暑く潅りましようゆ
多く、上中下旬一一eeEflな大雨が予想されます。

害をくいとめよう
とくに大雨が多く、6月中の雨斌は敏前平均4
り、戦後10年の平均613ミリで、約ユ倍半
ている。最近の大雨の記録は24年6月20日
～9）　ooミリ（デラ台風風速最大24．4じf）27年
日200～300ミリ、などで、予報でも大雨のおそ
．るとしているから’今月下旬は大雨があるもの
、災害にそなえて準傭をしなければならぬ。水
溝は水通しをよくし、苗代など大水がはいらな
に咄をつよくするなとつること、N下旬は台風
時期だから、葉たばこなど、できるだけ収かく
ねばならない。

六
月

四
日
、
教
育
委
員
の
補
欠
選
挙
が

行
わ
れ
、
そ
の
結
果
は
次
の
通
り
で
す

羨as　　翼翼嘉
大均女男8s 讃藪

七
八
〇
二

三
四
o
四
票

四
七、

三
七
％

四
〇
、
三
六
％

四
三
、
六
三
％

　
　
　
　
　
　
　
　
エ
エ
ロ

紘
”
摩
九
四
。
票

　
　
　
　
．
　
　
　
新
　
一
〇
六
五
票

次
点
　
平
原
昌
博
　
新
　
　
二
六
〇
票

無
効
　
　
　
　
　
　
一
三
九
票

生

産

教
育
の

徹
底

な
ど

町
公
民
館
の
行
事
計
画
決
る

町
公
民
館
で
は
五
月
1
1
I
十
日
運
営
審
議

会
を
開
き
、
1
1
1
十
年
度
の
事
業
計
画
を

審
議
じ
、
視
聴
覚
教
育
の
振
興
、
生
産

教
育
の
徹
底
、
部
落
公
民
館
の
育
成
な

ど
十
四
項
目
の
努
力
要
項
を
決
定
、
従

来
の
在
0
方
を
反
省
し
て
’
実
生
活
に

即
し
た
事
業
実
施
に
努
力
す
る
こ
と
を

申
し
合
せ
た
。
な
お
六
月
申
に
青
年
学

級
を
開
講
す
る
の
で
、
腎
年
多
数
の
参

加
を
望
ん
で
い
る
。

主
な
月
別
行
事
予
定

6
月
部
落
公
民
館
婦
人
会
巡
回
摺
導

．

7
月

8
月

社
会
教着
導
者
研
修
会

青
年
生
級
開
講

青
少
年
大
会
、
農
協
婦
人
部
結

成
、
民
主
団
体
先
進
地
視
察

部
落
公
民
館
巡
回
、
民
主
団
体

連
絡
協
護
会
、
校
区
別
冑
年
団

運
営
研
究
会
、
図
欝
鶴
議
会

結
成

9
月
゜
敬
老
会
、
校
区
別
婦
人
会
運
営

　
　
研
究
会
、
婦
人
学
級
開
講

　
　

経轟
演
、
論
文
養
…

1
0
月
　
部
落
公
田
顧
遡
営
研
究
会
、
受

＝
月

角督32
月月

胎
調
節
講
習
合
婦
人
会
欝
記

会
計
講
習

文
化
同
好
会
発
表
会
、
優
良
公

民
館
視
察
、
冑
年
産
振
入
会
、

婦
生
活
合
理
化
体
験
発
表

新
豊
撮
動
推
進
協
譲
会

婦
人
坐
級
開
講
式
、
時
事
講
演

優
艮
青
年
団
表
彰

社
会
教
育
関
係
者
研
修
会

優
良
婦
人
会
表
彰

先
進
地
視
察
、
優
長
部
落
公
民

館影
、
社
会
教
育
反
省
会

　
　
　
　
　
　
四
本

　
　
　
　
　
　
山
冗

民
生
係

主
任

税
所

　
　
　
　
　
　
宮
川

　
　
　
　
　
　
原
田

一土

木

課
一

±

課
長
　
　
　
　
中
村

土
木
係

主
任

児
島

　
　
　
　
　
　
　
原
田

　
　
　
　
　
　
　
大
園

　
　
　
　
　
　
　
宮
下

　　俊富儀
浩肇尺子平辰艮　一清

子一一夫三

建
築
係
　
主
任
　
吉
永
九
州
男

百
済

週

課長
・農
力
係
主
任

（耕地
）

嚢麓盃莞留

舅撃詣黍婁

商
工
水
産
係
　
（
兼
）
大
山
光
男

鰻
雌
指
導
主
任

宮
グ
谷
恭
夫

　
　
（
茶
塞
　
永
福

（宿
利
原
駐
在
）
牛
飼

（池
田
駐
在
）
　
三
川

税

務

課

二
道兵信
昭介志

課
長
　
　
　
　
南
　
賦
吉

　
税
務
係
　
主
任
　
菊
谷
　
己
酉

　
　
　
　
　
　
谷
脇
　
嘉
則

　
　
　
　
　
　
西
　
容
雄

　
　
　
　
　
　
奔
内
　
l
子

固
定
資
産
評
価
係
　
原
口
良
武

会

計
一

池
吉
イ
サ

皆
倉
ま
み

池
田
嘉
ヨ

ま
所
長

水
流

秋
直

山
下
　
勉

町
議
会
事
務
局

　
，
　
患
舘
長
　
前
田
親
夫

　
　
　
　
　
　
　

百
枝
睦
子

天
根
占
町
　
の

　

鎌
倉
時
代
の
禰
寝
院

四
、
禰
寝
院
領
主
に
関
す

　
　

る
諸
設

n

郷

皿安
末
期
よ
り
鍛
倉
初
期
ま
で
の
祢
寝

院
の
領
主
に
つ
い
て
は
明
確
な
ら
ざ
る

も
の
が
あ
る
。
前
述
の
建
部
氏
の
後
継

者
た
る
祢
寝
氏
が
こ
の
地
方
に
基
礎
を

か
た
め
る
ま
で
の
聞
は
源
平
争
乱
の
時

代
で
中
央
よ
り
知
名
の
将
が
次
々
に
下

向
し
、
当
地
方
を
領
有
し
お
と
見
る
の

が
至
当
で
は
な
い
か
と
思
う
。
以
下
述

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　

主
任
轡
記
宮
里
悦
夫

　
　
　
（
技
術
員
）
　
諏
訪
原
昭
夫

　
　
　
　
　
’
　
　
竹
下
　
直

◎
さ
き
に
都
合
で
退
職
し
叉
県
農
業

　
改
良
普
及
員
山
ノ
目
正
氏
の
後
任
に

　
　
崎
浜
　
俊
郎
（
三
七
才
）
氏
が

　
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
小
家
畜
（
豚
、
山
羊
な
ど
）
が
専

　
門
だ
そ
う
で
す
か
ら
、
ご
利
用
下
さ

　
い
o

炉

九
、
○
○
○
貫
を
出
荷

共

販

に

園
芸
振
興
会
で
は

早
掘
馬
鈴
蟹
の
計

画
生
産
共
同
出
荷

を
、
本
年
は
じ
め

て蓋
し
、
五
回

に
わ
た
つ
て
阪
神

北
九曇
に
出

荷
し
、
出
荷
総
趾

ご
九
九
1
s
e
　
（
一

箱
二
．
貰
入
ハ
九
七

三
貫
）
販
売
代
金

＝
l
万
四
八
八

ご
円
に
遠
し
初
め

て
の
こ

A
う
み
と

し
て
は
非
常
に
好

の

る
早
掘
馬
鈴
薯

成
績
で
来
年
度
は
さ
ら
に
大
斌
の
出
荷

を
計
画
す
る
。
　
（
写
真
は
大
根
占
港
か

ら
の
積
出
）

一箱当（3〆）最高663円　鍛低170

平均373円　〆当　平均124円

堂

信
濃
国
の
住
人
な
る
叉
句
は
時
代
関
係

よ
り
考
え
て
根
占
時
代
以
後
で
あ
ろ
う

か
。△
「純
忠
星
野
氏
」
に
よ
る

「黒
木
大
蔵
大
輔
助
能
は
源
経
基
の
子

れ
だ

く
ら
ん
ど

l多田
蔵
人
源
満
仲
ハ
代
の
後
高
に
し
て

治
承
中
宜
命
に
よ
り
K
隅
国
根
占
城
よ

（第
＋
一
回
）

地

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

・
来
呈
藁
歪
木
矯
遵
3
根
墨
時
代
曇

続

も
卿
々
た
る
家
柄
で
、
輸
父
長
田
思
致

は
平
治
の
乱
の
時
其
の
主
君
源
義
朝
を

殺
し
た
t
a
は
鉛
装
知
る
肇
あ
る

驚
i
g
v
a
x
が
壱
遷
謡
っ
た
g
e

に
壱
岐
国
に
赴
き
、
唐
穐
と
い
ふ
萎
を

め
と
s
、
家
系
日
記
を
譲
ら
れ
て
相
観

嚢
た
璽
あ
つ
た
。

椌
居
る
。
後
e
s
肇
の
藩
逗

燕難竃
麗
巽
鍵
一

べ
る

所犠
主
に
苧
藷
説
で
あ
る
喉
讐
霞
て
調
べ
け
る
，
g
w
w

が
一
学
徒
の
研
究
録
と
し
て
閲
読
さ
れ
l

る
よ
う
希
望
し
ま
す
o

　
　
　
　
U
い
ゆ
う
み
な
も
s
す
け
よ
し

e
根
占
領
主
黒
木
大
蔵
大
輔
源
助
能

1
黒
木
系
図
に
依
る
根
占
の
領
主

　
　
や
め
ぐ
ん

福
岡
県
八
女
郡
黒
木
町
に
思
深
氏
と
祢

す
る
旧
家
が
あ
る
。
こ
の
熟
木
家
一
族

の
系
図
に
我
が
根
占
城
主
に
関
す
る
実

に
重
大
な
記
録
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
系
図
に
よ
る
と
黒
木
氏
の
祖
先
は
黒

木
大
蔵
大
輔
源
助
能
と
い
い
平
安
末
期

の
治
承
年
間
大
隅
国
根
占
の
領
主
で
あ

つ
た
。
助
能
は
源
満
仲
八
代
の
後
窩
で

寿
永
元
年
根
占
よ
り
筑
後
国
黒
木
郷
木

屋
村
猫
尾
城
に
移
つ
た
。
四
子
あ
り
長

男
は
根
占
に
於
て
出
生
し
蔵
人
三
郎
貞

宗
と
称
し
、
筑
後
に
移
つ
た
後
河
崎
庄

笹
城
主
と
な
つ
て
洞
崎
を
以
て
氏
と
し

二
男
は
星
野
氏
、
三
男
黒
木
氏
、
四
男

樋
口
氏
と
な
り
一
族
の
子
孫
は
南
朝
の

忠
臣
で
合
尚
村
民
の
尊
敬
す
る
所
で
「

純
忠
星
野
氏
」
及
び
「
「
征
西
将
軍
と

星
野
一
族
」
な
る
史
轡
も
出
版
さ
れ
て

い
る
。
右
系
図
を
按
ず
る
に
助
能
の
領

主
時
代
は
頼
朝
の
開
幕
十
年
前
の
五
年 一

調
う
o
帝
叡
感
の
余
り
調
姓
、
且
官
女

侍
宵
小
徒
従
を
賜
う
」
と
あ
る
、
こ
の

様
に
助
能
は
武
人
で
あ
る
反
面
優
雅
な

芸
能
人
で
も
あ
つ
た
一
面
が
う
か
が
わ

れ
る
。

顯
剛
巽
鷲
酵
調
竃
遷

熟

錘墾
之
垂
・
を
視
る
／
s
s
s
z
z

年
中
隅
州
根
占
之
主
、
黒
木
朝
臣
助
能

か
わ

か
み

の
か
し
ろ

　
河
上
之
社
を
再
興
し
奉
り
し
と
か
や
」

と
あ
り
、
郷
社
河
上
神
社
再
興
の
事
を

告
げ
て
い
る
事
は
実
に
貴
重
な
文
献
と
゜

言
わ
ね
ば
な
ら
な
S
。

・

以
上
の
叉
献
の
記
録
に
徴
し
て
見
る
に

致
将
は
祢
寝
院
を
領
有
し
て
か
ら
こ
A

を
根
拠
と
し
て
四
方
に
勢
力
を
振
つ
た

、

先
づ
大
咽
前
司
宗
乗
が
領
地
種
子
島

を
肘
取
り
、
琉
球
、
台
湾
’
及
び
中
一
西

　
　
あ
も
い

大
陸
の
麗
門
の
あ
た
り
ま
で
度
々
選
征

し
て
頗
る
勇
名
を
馳
せ
た
が
彼
の
胸
中

に
は
満
だ
さ
れ
な
い
も
の
が
あ
つ
た
。

彼
は
名
門
平
氏
の
血
統
を
承
嗣
い
で
い

る
が
落
日
の
遅
命
に
あ
る
平
氏
l
門
の

前
途
は
暗
く
、
家
運
の
掠
境
に
臨
ん
で

は
源
氏
の
命
に
従
う
の
外
な
く
、
或
は

一

筑
紫
の
果
て
な
る
壱
岐
の
島
に
、
或
は

大
隅
の
果
て
な
る
祢
寝
の
院
に
、
謄
世

の
変
転
栄
枯
盛
衰
の
は
か
な
さ
を
し
み

じ
み
と
体
験
し
た
。
然
し
彼
の
雄
飛
の

熱
望
は
如
伺
と
も
す
べ
か
ら
ず
遂
に
一

大
飛
躍
を
試
み
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
れ
ん
ニ
う

4
木
曾
襲
仲
は
遡
衝
の
策
を
す
、
む
。

短
期
間
に
も
せ
よ
根
占
領
主
で
あ
つ
た

事
は
ほ
ぼ
事
実
で
あ
ろ
う
。
更
に
研
究

致
将
は
っ
ら
く
天
下
の
形
勢
を
眺
め

る
に
木
曽
義
仲
は
京
都
に
攻
上
り
平
氏

を
追
い
払
つ
カ
と
は
言
へ
、
中
国
に
あ

を

深
め
当
時
代
の
x
x
が
明
瞭
に
な
蚕
皐
艮
何
蒙
に
吉
な
s
と
m
u

間
と
考
曇
b
れ
る
。
前
回
に
述
べ
N
通

り
こ
の
頃
大
根
占
に
は
藤
原
義
光
あ
り

根
占
佐
多
田
代
地
方
は
建
部
氏
時
代
と

考
え
ら
れ
る
の
で
こ
こ
に
新
た
な
領
主

の
出
現
は
不
合
理
と
考
ヌ
ら
れ
る
が
’

あ
る
い
は
当
地
方
の
一
部
の
領
主
で
あ

つ
た
の
か
否
か
。
叉
其
の
居
城
等
も
明

瞭
で
な
い
e

2
文
献
に
見
え
る
源
助
能

　
あ
づ
ま
か
が
み

△藁
妻
鏡
に
依
る
e

　
　
　
　
　
　
く
ざ
よ
う

「助
能
は
実
朝
が
公
暁
に
討
た
れ
た
時

し
よ
う
ゆ
う
あ
じ
や
り
し
よ
う
え
ん

少
軸

阿

闇
梨

勝

円
を
錫
λ
た

信
濃
国
の
佳
人
で
武
勇
の
者
で
あ
る
」

と
い
う
記
事
が
あ
る
。
当
時
幕
府
方
唯

一
の
記
録
た
る
吾
妻
鏡
に
の
せ
る
程
の

人
物
で
あ
つ
た
事
が
う
か
が
わ
れ
る
が

を
期
待
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
釦
さ
だ
　
　
　
ゆ
き
ま
さ
F

e
根
占
山
田
城
々
主
長
田
次
郎
致
将

鎌
倉
実
記
に
根
占
山
田
城
主
長
田
次
郎

致
将
の
名
が
見
え
て
い
る
。
致
将
は
京

都
の
木
曽
義
仲
と
事
を
謀
ら
ん
と
し
て

失
敗
し
た
記
事
が
あ
る
の
で
根
占
領
主

時
代
は
前
記
黒
木
朝
臣
源
助
能
の
後
、

養
和
元
年
よ
り
寿
永
二
年
頃
ま
で
凡
そ

111ケ
年
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
鎌
倉
実

記
に
よ
り
致
将
の
事
蹟
を
述
べ
よ
う
、

　
　
　
ゆ
き
ま
さ

コ
致
将
の
居
城
山
田
城

山
麗
は
根
島
笑
踏
議
二
粁

の
地
点
に
あ
り
、
西
南
は
渓
水
め
ぐ
り

　
　
　
　
　
　
　
ほ
り

東
は
原
野
に
連
つ
て
鮪
が
あ
る
。
北
は

深
い
谷
で
本
汎
、
二
丸
、
三
丸
、
の
跡

が
現
存
し
て
い
る
。
長
田
次
郎
は
こ
の

山
田
城
を
居
城
と
し
て
い
た
。
後
こ
の

一城
は
祢
寝
氏
の
時
代
に
到
り
其
の
支
族

山
本
氏
の
居
城
と
な
つ
た
も

2
畏
田
氏
の
蒙
系

長
田
致
将
は
源
題
朝
の
家
臣
千
葉
常
重

の
実
子
で
同
族
長
田
忠
致
の
養
子
と
な

つ
た
。
長
田
氏
は
関
東
八
平
氏
の
中
で

ら
な
い
し
t
東
の
鎌
倉
に
あ
る
源
頼
朝

と
は
又
不
仲
で
あ
る
。
此
の
時
膜
仲
と

相
通
じ
異
賊
の
船
を
奪
い
取
り
数
千
艘

　
　
　
　
　
　
　
け
う
げ
き

を
以
て
西
国
の
平
氏
を
挾
撃
し
、
軍
勢

を
集
中
し
て
関
東
に
向
ふ
な
ら
ば
海
戦

に
不
得
手
な
源
氏
勢
は
猛
獣
の
海
を
渡

る
如
く
、
一
石
二
鳥
の
名
案
で
あ
る
。

か
v
て
義
仲
と
並
び
天
下
に
号
令
出
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
カ
き
み

る
p
あ
ろ
う
と
。
筒
千
穂
の
神
人
大
者

く
に
ま
で

露
舳
を
使
者
と
し
て
義
仲
に
申
送
つ
た

時
に
義
仲
は
｛
西
に
敵
を
も
つ
て
い
た

事
と
て
大
い
に
喜
び
藤
沢
太
郎
左
衛
門

を
使
者
と
し
て
遥
々
大
隅
に
差
し
向
け

た
の
で
あ
る
。
不
幸
に
し
て
暴
風
の
為

豊
覧
蔀
馨
顯
五
藍

に
見
付
け
ら
れ
鰯
摘
ち
れ
た
。
一
方
致

将
は
日
夜
義
仲
の
返
事
を
待
つ
内
肥
後

国
八
代
に
交
易
中
八
代
の
領
主
よ
り
賊

船
と
間
違
え
ら
れ
家
臣
は
選
に
致
将
の

計
略
を
白
状
し
て
し
ま
つ
た
の
で
荷
物

は
取
り
上
げ
ら
れ
船
は
瀦
か
れ
た
。
後

大
曽
の
使
者
は
大
隅
に
到
曽
し
方
が
時

す
で
に
お
そ
く
中
央
の
形
勢
は
逆
転
し

こ
の
※
衝
の
策
は
全
く
失
敗
に
帰
し
て

し
ま
つ
た
。

l
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何
よ
り
”
う
ま
や
”
を
清
潔
に

σ
　
　
’

予

防

注

射

は

必

つ
ゆ
時
は
人
間
が
病
気
に
か
＼
り
や
す
い
の
と
お
な
じ
ょ
う

に
家
畜
類
も
病
気
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
：
e

郷離
鰻
諺
忌
註
引
畦
霊
ω
縣
ぷ
袖

潔
な
た
め
、
仕
事
の
あ
と
つ
か
れ
た
牛
や
馬
が
、
十
分
休
む

ご
と

が
で
き
る
よ
う
な
し
く
み
に
な
つ
て
い
な
い
。
農
繁
期

で
、
こ
れ
等
の
手
入
が
行
き
と
ど
か
な
い
こ
と
、
た
ど
に
よ

る
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
V
J
家
畜
を
病
気
か
ら
守
る
た
め
、
つ
ゆ
時
に
家
畜
が
か

A
り
や
す
い
病
気
や
予
防
法
に
つ
い
て
県
畜
産
課
の
は
な
し

を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

△

奇
生

虫
　
　
　
　
一

つ
爵
は
墨
器
警
期
鳶
」

は
回
虫
、
馬
蝿
虫
、
牛
で
は
、
田
ヒ

　
ル
、
鶏
で
は
回
虫
、
賢
虫
、
な
ど
多

稼
で
あ
る
o
こ
れ
竪
害
虫
の
寄
生
に

ょ
つ
て
、
胃
腸
や
肝
臓
な
ど
に
障
官

が
お
こ
る
の
は
人
体
同
様
、
貧
血
を

は
じ
め
寄
牛
虫
が
も
つ
て
い
る
毒
素

　
で
ヤ
セ
細
り
病
気
に
た
い
す
る
抵
抗

　
力
が
よ
わ
ま
る
わ
け
。

こ

の
予
防
ぽ
は
先
づ
畜
舎
を
濠
に
す

る
こ
と
が
大
切
で
、
謝
便
と
I
し
よ
k

排
セ
ッ
さ
れ
る
、
寄
生
虫
の
卵
は
、
ま

た
飼
料
と
共
に
体
内
U
〈
り
成
虫
と
生

る
の
で
、
飼
槽
や
、
棚
、
床
な
ど
が
識
一

便
で
よ
ど
れ
な
い
よ
う
心
が
り
る
こ
と

通
風
排
永
を
よ
く
し
日
光
を
取
入
れ
る

こ
と
で
、
寄
生
虫
の
繁
搬
よ
わ
ま
る

叉
欝
の
使
用
は
W
肥
と
し
て
露
さ
せ

る
か
ど
う
か
は
検
便
で
わ
か
る
か
ら
、

獣
医
師
と
相
談
し
処
置
す
る
よ
う
に
し

た
い
も
の
た
。

△
破
傷
風

俗
に

「裂
ノ
ブ
　
＿
」
と
呼
ば
れ
て
い

　
る
が
傷
口
か
ら
菌
が
入
る
急
性
伝
染

　
病
で
あ
る
。
こ
の
病
原
菌
は
、
広
く

　
土
壌
、
施
肥
し
た
耕
土
、
う
ま
や
あ

　
る
い
は
健
康
牛
馬
の
翻
に
は
ほ
と
ん

　
ど
含
ま
れ
て
お
り
、
王
、
六
月
か
ら

　
秋
r
か
け
て
相
当
発
生
し
て
居
る
o

　
死
亡
率
五
〇
1
八
〇
％
の
恐
し
い
病

　
気
で
あ
る
。
破
傷
風
菌
は
室
気
に
ふ

　
れ
や
す
い
、
浅
く
広
い
傷
に
は
発
育

　
し
な
い
が
キ
ズ
ロ
の
小
さ
い
深
い
キ

　
ズ
に
入
つ
た
場
合
発
病
す
る
。

こ
の
柄
状
の
初
期
は
’
歯
を
く
い
し
ば

り
、
口
を
9
9
く
こ
と
が
困
興
と
な
る
た 　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
害
が
あ
る
，
予
防
法
と
し
て
は
発
病

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
帯
か
ら
鶏
や
飼
料
、
卵
、
鶏
醐
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
其
の
他
の
も
の
を
貫
入
れ
な
い
こ
と

ず

受

け

よ
う
　
翼
の
出
入
に
は
・
履
惣
手
蓼

　
ふ
く
ら
ま
せ
四
足
の
自
由
を
失
ふ
、
普
　
消
毒
薬
で
消
毒
す
る
こ
と
’
と
く
に

　
通
発
柄
後
六
ー
八
日
で
倒
れ
る
が
重
症
　
　
予
防
注
射
を
う
つ
と
き
x
目
が
あ
る

ev
あ
る翼
二
百
で
死
亡
す
る
。
　
窒
、
近
く
番
で
も
、
予
暮
射

　
前
述
の
よ
う
に
小
さ
い
傷
ほ
ど
、
念
い
　
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
り
に
治
療
し
て
、
も
し
歴
状
を
少
し
で
ム
コ
ク
シ
ジ
ユ
ー
ム

　
も
発
見
し
L
ら
す
ぐ
に
獣
医
師
に
み
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
ビ
ナ
に
多
く
見
ら
れ
る
病
気
で
’

　
も
ら
い
、
予
防
注
射
を
受
O
て
お
き
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
運
動
を
鰍
い
、
羽
毛
は
よ
ご
れ
る
o

　
い
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ぎく
に
死
ぬ
の
で
「
ヒ
ナ
自
痢

　
ム

ニ

ユ

ウ
カ
ツ
ス
ル
病

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
と
H
ハ
ゼ
蛾
も
恐
れ
ら
れ
て
い
る
病

竃
簾
璽
灘
曇
ナ
フ
一
フ
ン
ン
璽
ン

吉籔灘
嚥
写
△
．
の
■
ダ
が
使
用
さ
墾
を
あ
げ
て
い

お
も
な
疾
状
は
、
緑
色
の
下
痢
便
と

警
ク
リ
ク
尚
リ
ピ
ツ
コ
等
・
神
△
鶏
ト
ウ

経
障
轡
と
、
奇
声
を
出
”
、
呼
吸
障
　
入
梅
期
か
ら
初
秋
に
か
け
て
、
ト
サ

生葉1・600電を集荷
　　　一e－●

　
カ
や
、
顔
に
デ
キ
モ
ノ
と
し
て
発
生

　
し
、
化
濃
す
る
翼
で
、
蚊
に
よ
つ

て
媒
介
さ
れ
る
。

治
療
法
と
し
て
は
、
患
部
に
硫
黄
軟
、

膏
石
灰
酸
軟
膏
、
過
ク
ロ
ー
ル
鉄
液
を

　
ぬ
る
か
、
内
服
薬
と
し
て
硫
酸
マ
グ

　
ネ
シ
ヤ
強
壮
剤
が
使
は
れ
て
い
る
が

　
発
肩
㎝
に
ゃ
は
り
予
防
接
穐
を
ず
る

　
と
よ
い
。

△
鶏
ヂ
フ
テ
リ
ヤ

　

「ル
ブ
」
「
メ
ヅ
レ
」
「
ハ
ナ
ケ
」

　
等
と
い
ろ
く
な
名
前
で
呼
ば
れ
て

　
い
る
病
気
で
申
ピ
ナ
の
被
害
が
最
も

　
大
き
い
o
咽
喉
頭
気
管
支
粘
膜
、
ま

　
た
眼
鼻
孔
ク
チ
パ
シ
等
粟
粒
大
の
偽

　
膜
が
で
き
る
。

予
防
法
と
し
て
は
ご
れ
を
取
除
き
オ
キ

シ
フ

ル
で
恵
部
を
洗
い
、
消
出
暴
を
ぬ

一れ
ば
よ
い
o
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・
e
“
l
l
3
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l
t
t
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・
A
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N
i
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・
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～
．
－
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“
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・
e
－
t
－
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．
u
工
3
．
，
．
－
N
t

品

質
は
上
々

町
営
茶
工
場
一
期
の
成
績

池
田
、
宿
利
原
の
町
営
袈
茶
識
さ
瓜
て
き
た
も
の
と
思
は
れ
ま
す
。

℃き
番
蓑
は
五
三
つ
霧
鴛
は
、
雫
蘂

六
日
か
ら
十
八
日
ま
で
行
は
・
る
、
宮
之
城
茶
に
も
お
と
ら
な
い
も
の

れ
、
非
常
に
よ
い
成
績
で
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
　
パ
　
　
メ
を
　
　
し
ま
し
た

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ
れ
は
両農
嚢
の
あ
s
だ
に
、
丁
の
こ
と
は
、
大
磐
町
が
藁
茶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
　
し
て
い
る
ぬ
　
で
あ
る
こ
と
を
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ
ギ
に
　
す
る
ぬ
　
ま
か
ま
つ
て
き

，sc，　

S
　
t
　
K
s
s
w
n
t
i
；
E
l
［
　
L
）
　
k
　
A
　
0
て
い
1
つ
き
だ
し
（
白
眼
勝
に
な
る
）
鼻
孔
灘
撫
講
‥
⌒
攣
竃
難

　
V
V
－
N
S
t
V
◆
t
V
－
N
’
N
－
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O
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V
－
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アメリカ農業

見てある記

機
械
萬
能
の
ア
メ
リ
カ

，ゆ

日
本
で
は
先
づ
畜
力
か

●

9心

ワ
L

品▽w

ら

　
田
彦
・

　
寺
藤
　

加
州
農
業
の
特
ま
す
と
第
一
が
企
業
化
農
業
に
よ
る
利

徴
は
機
械
化
さ
潤
迫
求
に
主
力
が
注
が
れ
、
大
面
積
で

れ
た
農
業
経
営
牧
人
を
m
そ
う
と
す
る
も
の
で
労
賃
が

に
あ
る
と
一
云
は

れ
、
貰
で
も

第
一
位
で
あ
り

　
　
＿

は
単
に
麓
窺

模
が
大
き
く
、

ガ
ノ
リ
ン
な
ど

○
亘
源
に
庶
ま

れ
て
い
る
か
ら

と
簡
単
に
片
付

け
る
も
の
て
は

あ
り
ま
⑰
ん
。

加
州
で
機
械
化

の
発
速
し
た
過

程
を
考
え
て
み

ま
す

。
、
t
；
れ
濠
禦
完
讐
て
い
ろ
こ
と
で
あ
り

高
ぐ
、
労
め
者
に
文
払
う
労
賃
が
安
出

の
大
部
分
を
占
〆
て
い
．
Φ
こ
A
j
　
（
1
時

間
二
七
〇
円
以
上
支
払
う
様
に
法
で
定

一め
て
あ
り
平
均
三
六
〇
弓
位
○
第
二
が

ま
す
。
終
戦
直
後
は
畜
力
‥
馬
）
に
よ

る
提
鳳
化
が
、
現
在
は
全
農
家
が
ト
ラ

ッ
ク
タ
ー
〃
使
用
し
て
居
り
農
嬬
冥
に

対
す
る
関
心
は
非
常
に
高
く
、
農
民
自

身
の
発
明
に
よ
る
も
三
」
あ
り
、
申
に

は
廓
売
特
許
を
も
つ
て
，
、
る
ー
5
民
も
あ

り
ま
す
。
農
機
具
を
買
う
欝
費
は
、
政

府
の
補
助
も
な
く
、
自
分
の
力
で
常
ビ

臨四

機
具
〔
成
入
存
一
目
一
槙
に
し
’
」
、
辱
営
さ

れ
な
みく
な
ら
Ω
量
刀
が
払
は
れ
て

暢蔓
刀
会
杖
で
も
月
e
w
w
a
の と

折
紙
を

っ
け
ら

れ
て
お
り
、
市
場
で

も
つ
ね
に
高
値
で
取
引
さ
れ
て
い
ま
す

今
の
と
こ
ろ
、
質
は
非
常
に
よ
い
わ
け

IY
す
が
、
も
つ
と
牛
方
量
を
培
す
こ
と

が
必
要
で
す
か
ら
、
今
後
肥
培
管
理
、

に
努
力
し
て
、
生
此
罰
を
増
す
よ
う
に

努
め
て
下
さ
S
。

一
番
茶
の
工
場
別
実
績
は
次
の
通
り

　
　
　
坐
葉
集
荷
撤
製
品
出
来
高

池

田

九
五
〇
貫

　
二
二
二
貫

宿
利
原
　
六
五
〇
貫
　
　
一
四
九
貫

雑竹林を改植しよう
rttt－ttttt－tttt－ttr－－－－t－－tt－tt－一一‘

今
県
で
は
、
経
済
自
立
化
蓮
動
の
一
つ
ε
し
て

今
ま
で
’
ほ
ミ
ん
F
7
J
利
用
さ
れ
て
い
な
い
、
”

雑
竹
林
〃
を
利
用
度
の
高
い
マ
ツ
ス
ギ
ヒ
ノ
キ

な
f
b
に
植
え
か
え
る
よ
う
す
す
め
て
い
ま
す
。

本
町
で
も
七
月
末
日
ま
で
に
、
刈
払
い
（
コ
バ

レ

）

を
や
り
八
月
中
に
森
林
組
合
か
ら
検
査
を

し
て
、
植
え
か
え
を
や
つ
た
人
に
は
県
か
ら
補

助
金
を
交
付
さ
れ
る
こ
ご
に
’
な
つ
て
い
ま
す

そ
の
他
の
く
わ
し
い
、
」
．
、
迫
、
部
落
長
に
製
口

し
て
下
さ
い
。
　
．

－
N
“
N
“
N
■
N
s
t
’
v
“
N
■
N
t
N
－
A
’
◆
－
’
i
s
～
．
’

苗

代

の

1
斉

防
除

に

つ
　
い
て

便
且
を
図
つ
て
い
ま
す
。

農
機
具
に
よ
る
労
仇
の
生
ぱ
性
は
非
常

i2vav
そ
の
能
率
は
次
の
通
り
で
す
。

ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
の
作
業
で
反
当
の
所
要

時
間
は
耕
瓶
三
〇
分
、
砕
ナ
ニ
十
五
分

地
な
ら
し
四
十
五
分
、
聴
立
と
巾
耕
十

H
分
で
、
動
力
噴
蠣
機
は
二
名
で
一
日

二
町
μ
反
で
す
。
之
等
の
機
敏
を
最
高

度
に
利
用
す
る
為
に
、
競
君
は
区
固
整

響
れ
、
爾
躍
に
、
謹
が
作
ら

れ
て
居
り
、
ト
ラ
ッ
ク
が
農
湯
の
す
み

ρ
＼
迄
行
け
ま
す
、
知
野
鴎
鍋
五
十
1

町
歩
の
経
営
に
労
仇
者
が
年
ギ
均
†
五

名
程
度
で
、
日
本
の
八
〇
名
以
上
｝
ψ
相

当
す
る
蛉
切
を
機
械
が
＆
つ
て
い
る
事

実
を
考
え
る
時
、
労
切
の
鑑
性
の
高

い
；
が
お
分
り
と
思
い
ま
す
。

交
陶
茂
具
と
騰
地
を
時
価
に
．
難
し
て

比
藪
し
て
見
ま
す
と
農
地
の
僧
異
に
匹

醒
踊
鵠
詫
語
謡
〔
謬

　一

町
歩
の
経
営
定
下
ラ
ッ
ク
〈
　
l
台

ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
四
台
、
耕
伝
轡
ロ
デ

ス
ク
一
台
、
砕
土
機
、
　
．

毎
年
行
は
れ
て
い
る
苗
代
の
一
斉
防
除

は
，
み
な
さ
ん
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協

力
で
、
年
々
成
織
が
あ
が
つ
て
い
ま
す

今
年
は
’
気
象
状
況
が
病
虫
害
の
発
生

に
適
し
て
お
り
。
既
に
ッ
マ
グ
ロ
ヨ
コ

パ
イ

（稲
ツ
ブ
レ
媒
介
）
ヒ
メ
ト
ビ
ウ

ン
カ
稲
ノ

マ
ハ
ガ
レ
媒
介
）
の
大
発
生

が
予
想
さ
れ
る
の
で
一
斉
防
除
に
は
、

特
に
ご
協
力
を
願
い
ま
す
。
防
除
費
は

苗
代
に
使
う
D
D
T
乳
剤
を
貯
費
で
負

担
し
、
撤
布
人
実
侠
を
各
人
の
水
田
耕

作
面
積
で
按
分
負
担
し
て
い
ん
だ
く
こ

と
に
な
つ
て
い
ま
す
。

　
　
　
一
斉
防
除
日
割

　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

or
区
名
竺
回
鰹
日
晴
1
1
e
w

　
　水
陸
稻
の

共
済
金
に
つ
い

て

昨
年
度
の
水
陸
稲
共
済
金
、
は
新
聞
、
　
間
に
、
大
き
な
開
き
が
あ
り
、
交
渉
は

鷲
祐
糞
竃
鷲
い
露
誘
バ
籠
駝
謬
註

翼
｛
竃
が
で
き
な
績
と
漂
れ
ま
肯
　
一

目
ド
、
倶
の
共
済
組
合
連
合
会
の
代
表

　決ぞ
て
、
共
済
金
が
き
ま
し
た
ら
、

早
速
お
麦
払
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

1

池

田
一
六
月
七
日

　　　　　　

i
宿
利
原
六
月

七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

申
桜
原
一
六
月
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

神

旦
六
月
＋
日

大
根
占

ハ
月
十
三
U

　
　
　
　
　
　
　
　
　

L

lI、ハ
月
十
三
日

六
月
十
三
日

六
月
十
一
二
日

六
月

＋
八
日

ハ
パ
1
1
＋
H

者
が
’
上
京
し
て
交
渉
中
一
．
」
、
鐘
稲
の
大
変
、
お
待
た
せ
し
ま
し
た
が
、
以
上
ぐ
江
柄
し
て
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

分
は
、
近
く
解
決
す
る
も
己
こ
思
は
れ

し
践
、
蟹
掘
璽
叢
竺
台
を
有
し

烏
其
舎
は
騰
機
具
店
山
様
で
簡
単
な
修

臼
L
場
を
も
っ
て
習
り
、
そ
の
設
備
は

R
く
ば
か
り
で
T
W
営
が
専
業
化
し
て

民
る
関
係
上
貰
ノ
導
入
に
は
好
条
件

で
あ
り
、
米
作
一
本
の
勝
家
は
稲
作
に

必
要
な
農
貝
が
，
式
あ
れ
ぱ
経
営
ぼ
磯

械
化
さ
れ
る
。
加
州
農
業
が
多
剤
多
梗

の
作
物
を
栽
培
す
る
、
所
謂
、
勃
角
化
の

日
本
膿
灘
の
機
械
化
は
む
つ
か
し
い
訳

で
す
．
こ
の
解
決
と
し
て
午
援
機
械
化

す
る
方
ビ
は
壁
政
策
の
上
ゼ
於
て
融

昨
奉
必
要
と
す
る
“
，
士
地
の
交
換
分

へい
氾
の
区
画
整
理
騰
迫
の
当
備
及
共

同
住
莱
の
線
に
指
向
つ
る
I
方
’
　
＄
N

自
身
も
機
研
埠
人
の
泊
に
冗
費
を
節
約

し
、
増
産
と
絃
営
合
珊
化
に
よ
り
資
本

の
蓄
積
を
図
る
様
心
掛
け
る
べ
き
で
す

　
　
一
斉
防
譲
の
敏
匿
を
図
る
に
は
、

防
除
器
甘
窪
蛋
問
が
先
決
で
あ
る
の
で

先
般
、
＃
済
鍬
含
か
ら
、
借
用
さ
れ
、

又
ば露
か
か
ら
借
り
て
、
使
用
さ
れ

b
J
s
，
．
ろ
農
家
竺
濠
に
備
え
て
す

購技農

座術業

甘
藷
つ
く
り
の
反
省

前
号
ま
で
い
ろく
と
述
べ
て
ま
い
り
ま
し
た
の
で
、
甘
滞
の
作
り
か
た

は
’
大
体
お
わ
か
s
と
思
い
ま
す
。
植
付
の
時
期
も
二
十
日
乙
ろ
を
境
に
’

非
常
に
牧
鎚
が
少
く
な
り
す
ぎ
ま
す
の
で
、
今
の
う
ち
に
充
分
逼
肥
を
や

つ
て
良
い
週
を
植
付
け
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
、
さ
て
誰
し
も
た
v
さ
ん

の
牧
か
v
を
望
み
ま
す
が
、
本
町
で
の
甘
鶴
栽
培
上
、
改
善
す
べ
き
要
点

を
か
S
げ
て
も
う
一
度
反
省
し
て
工
夫
研
究
し
て
み
ま
し
よ
う
。

・

す義
は
曇
の
評
価
と
霧
藷
ロ
霞
湧
註
艀
曇
§
翌
三
頓
次

、

統晶
査
霧
所
の
暮
整
と
〉
A
l
　
（
＋
〈
g
y
占
町
異
蓑
馨
）
癌
延
べ
て
鏡
す
る
計
画
で
す
・

　
　
　
　
　
J
n
n
d
e
－
－
ト
，
N
“
t
p
　
u
、
、
“
．
”
v
’
h
　
n
，
s
、
u
r
“
n
d
r
N
r
’
“
r
”
w
4
t
s
　
r
7
・
n
．
d
”
N
i
p
　
N
r
．
“
N
L
－
　
k
A
　
e

：
’
w
r
い
も
は
大
小
か
ま
わ
す
あ

り
合
せ
の
賭
を
使
い
、
ま
ん
小
さ
い

ほ
か
に
か
た
よ
つ
て
小
さ
い
開
の
剰
用

者
が
多
い
。
こ
れ
を
今
後
は
五
〇
匁
以

上
の
種
“
い
も
”
の
剰
用
と
と
も
に
商

ぶ
せ
時
期
に
な
つ
て
、
穐
賭
が
寸
↑
ら
な

か
つ
た
り
或
は
こ
く
は
ん
1
1
　
か
か
つ

た
も
の
を
少
し
位
は
と
い
う
軽
い
暫
え

で
、
消
毒
し
な
い
で
、
利
用
す
る
こ
と

の
な
い
よ
う
に
、
問
飴
冷
千
分
用
章
す

る
よ
う
に
つ
と
め
、
こ
く
は
・
粂
は
絶

対
に
な
く
す
る
よ
う
つ
る
先
苗
利
用
に

よ
る
穐
藩
栽
培
な
ど
実
箱
し
て
行
く
こ

と
。川
甘
藷
苗
床
面
績
が
一
般
に
せ

一ま
い
。
反
当
三
－
三
罪
ロ
で
あ
る
か
ら

」
反
当
露
地
で
ハ
坪
、
温
床
で
1
1
1
a
t
、
催

万
法
で
t
e
l
五
器
ゼ
ひ
，
Q
t
）
る
妄

に
、
苗
廉
胞
料
を
充
分
バ
庭
し
、
閤
の

1ふせ
込
み
の
問
隔
を
、
箆
地
、
秦
共

に
、
五
寸
以
上
を
置
v
、
傭
芽
法
で
は

二
、
五
パ
の
尾
巾
で
X
間
1
t
五
尺
は

M
v
こ
ご
。
土
入
4
1
も
が
た
ち
だ
け
で

な
入
れ
力
が
多
い
の
で
、
株
の
間
に
充

纏
辮
繰
灘
蹴

です
．

乾
操
し
な
い
よ
う
肥
切
れ
し
な
い
よ
う

頭
模
鶏
繧
ぶ
㎜
襲

や
ら
な
く
て
も
よ
い
で
す
。
子
供
に
イ

一

ヤ
な
も
の
を
や
る
と
子
供
は
イ
ヂ
ケ
ル

継過輔
竃
灘
諸
罐
暮
に
認
、
明
る
い
肚
会

翻
繧
漂
謡
誤
鵠
韻
勒
　
　
農
繁
期
防
犯
運
動

藷籠
罐
鰭
講
轟
ω
－
・
む
や
調
齪
舗
岬
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が

し
い
峠
期
が
や
つ
て
き
ま
し
た
・

一フ
ッ

ク
※
1
が
’
ガ
ー
デ
ン
ト
ラ
ヲ
ク

タ
ー
の
自
勤
耕
絋
機
群
没
止
も
の
で
・
　
こ
の
農
繁
期
の
留
守
を
ね
ら
つ
．
工
、
物
三

む
し
ろ
畜
力
を
刊
円
し
・
榎
械
化
の
方
1
り
．
？
．
、
い
ろ
い
ろ
の
犯
罪
が
一
番
名
い
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

r

畜
刀
カ
ル
チ
ペ
ー
タ
⊥
台
位
は
保
旦
に
努
力
し
ま
す
か
、
カ
ぎ
ら
れ
た
人
数
で
，

舛霧鰭
麟
購
轟
唯
ぼ
か
な
か
、
：
、
芒
ゆ
・
さ
ま
せ
ん
そ

　　　

を
馨
る
l
k
”
、
藷
が
茎
、
亙
v
す
。
警
察
は
全
ソ
を
．
（
S
　
t
；
　
E
・
　
，
防
塞

心
を
高
め
、
研
究
こ
そ
大
切
で
機
械
に

よ
る
余
剰
労
力
の
活
用
に
よ
り
、
生
産

費
を
切
り
下
け
る
と
同
時
に
経
営
合
遡

化
を
図
る
様
工
夫
が
大
切
で
あ
り
ま
す

〔塚
真
は
べ
ピ
ー
ト
ラ
ク
タ
ー
で
、
米

　
国
で
は
最
も
小
型
の
も
の
）

三
　
町
民
み
二
身
、
え
も
、
つ
ぎ
の
F
　
）
　
f
r
）

が

ら
に
よ
く
汁
芭
し
て
’
協
力
し
て
下
さ

る
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

◎
家
を
る
す
に
す
る
時
は
、
戸
し
ま
り
を

　
完
全

に
p
必
す
鍵
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

　
　
た
隣
り
近
所
・
こ
警
あ
つ
ぞ
見
廻
人

　
と
同
橡
、
愛
す
る
心
、
役
に
立
つ
親
心

　窪
い
で
苗
を
育
て
た
S
。

聞
苗

の
取
り
方
は
地
際
よ

り
少
し
上
か
ら
切
取
る
こ

　
さ
が
大
切
切
虫
つ
た
ら
顛
C
，
　
1
1

1
三
麟
白
根
が
で
て
い
る
の
を
見
ま
す

　
こ
の
節
に
は
’
普
通
賭
は
つ
8
ま
せ
ん

自
根
の
つ
い
て
い
な
い
よ
う
苗
と
り
を

　
工
宍
し
た
い
も
の
で
†
。

川
肥
料
の
施
し
方
叢
町
の
畑

　
は
ほ
と
ん
ど
が
傾
斜
畑
で
、
た
叉
さ
ヌ

土
墳
中
の
成
分
が
流
亡
す
る
の
で
相
当

　
量
の
虞
分
獅
流
亡
す
る
こ
と
は
砲
実
で

あ
り
寒
す
。
普
通
の
畑
で
有
機
分
が
、

　塾
聞
三
〇
〆
消
耗
さ
れ
る
と
、
云
わ
れ

　
て
お
り
ま
す
，
こ
の
有
機
分
が
多
い
程

金
肥
の
き
き
め
は
あ
り
ま
す
が
、
少
い

と
短
期
聞
の
う
ち
に
き
き
め
が
な
v
な

　
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
脊
機
分
は
堆
肥
一

〇
〇
〆
申
に
l
o
〆
と
云
わ
れ
、
年
間

11iO
〆

の
有
機
分
を
、
補
う
に
は
r
堆

e
g
l
i
l
o
o
x
を
必
要
と
し
ま
す
が
本
町

の
琳
肥
は
甘
藷
の
場
合
＝
一
〇
〆
1
一

三
〇
〆
程
度
施
こ
さ
れ
て
お
り
ま
す
．

地
力
は
な
く
な
つ
て
、
ま
す
－
～
減
収

　
ぺ

p
る
一
方
で
す
。
切
丼
畑
の
必
要
も
あ

る
と
云
え
ま
す
。
然
し
恨
ら
れ
た
耕
地

に
無
限
の
人
口
増
加
で
あ
る
今
日
、
一

段
と
努
力
し
て
反
当
三
〇
〇
〆
以
上
の

姐
肥
の
増
角
や
’
輪
作
体
型
の
確
立
に

よ
っ
て
、
綴
胞
栽
培
の
増
反
を
考
へ
て

鍵鍾
鰻
議
蹴

’
ζ
e
w
6
“
e
”
θ

　
　

を
お
き
ま
し
よ
う
o

◎
押
売

わ
、
買
い
だ
し
な
l
7
J
は
・
－
こ
く
に

　
　
汀
意

し
、
よ
う
す
の
お
か
し
い
も
の
は

　
　
警
察
に
’
こ
f
7
J
け
ま
し
よ
う
・

◎
Y
か
ら
見
え
る
δ
こ
ろ
に
、
米
を
つ
ん

　
　
だ

り
、
自
転
車
な
ご
、
t
l
t
ら
れ
や
す
い

　
　
も
の
を
お
か
な
い
こ
・
こ

◎
ド
ロ
ボ
ウ
は
、
み
な
き
ん
が
昼
の
つ
か

　
　
れ
で
、
“
グ
ツ
ス
リ
e
　
ね
て
い
る
、
こ
き

　
　
を
ね
ら
い
ま
す
　
ロ
じ
ま
り
を
し
つ
か

　
　
り
ミ
へ
が
ほ
を
く
ら
く
し
て
ね
ま
し
よ
へ

麟
パ
一

小

出

水

⑥
操

「と
は
窒
繁
、
蟻
酸
、
加
尾
で
あ
り
ま
す
、

一

此
の
中
銀
素
と

加
自
が
甘
蕗
め
政
M
に

は
大
事
な
要
素
で
夕
る
こ
と
ば
、
前
号

述
で
ぺ
た
通
り
で
す
．
然
し
必
要
な
田

料
の
聖
竃
て
過
震
石

蒙
安
い
か
ら
と
い
易
え
で
、
必
硬

の
な
い
肥
料
を
余
針
施
す
方
も
多
い
の

で
、
今
後
は
窒
素
や
燐
酸
だ
け
で
な
く

加
毘
の
施
用
も
考
え
て
、
反
当
り
塩
加

或
は
硫
加
の
ニ
ー
三
〆
は
施
す
こ
と
が

必
要
で
あ
り
ま
す
。
よ
く
肥
料
要
素
の

平
均
が
と
れ
る
施
肥
を
お
た
が
い
に
工

夫
研
究
し
た
い
e

加
留

（軽
の
）
ぢ
や
な
い
（
重
い
）
お

び
と
云
は
れ
る
方
々
の
声
を
聞
い
て
今

撃
｛
震
五
o
o
〆
位
の
墨
畿

を
望
み
ま
す
。

倒
追
肥
の
や
り
方
植
付
後
一

ケ
月
以
内
に
や
る
よ
う
、
お
そ
い
と
効

果
は
な
い
と
云
は
れ
る
、
反
当
り
硫
安

1I・
－
－
三
〆
は
や
つ
て
よ
S
o

倒
篶
挫
増
産
に
は
H
ツ
の
考
へ
方

が
さ
れ
ま
す
、
一
ツ
は
増
牧
を
計
る
こ

と
一
ツ
は
生
産
す
る
諸
費
用
や
労
力
を

少
く
す
る
方
法
（
生
産
費
軽
減
）
の
ニ

ツ
が
あ
り
ま
す
。
其
の
為
に
は
手
労
仇

駕
乏
し
嘉
率
の
あ
が
る
勇
費

一を
利
用
す
る
こ
と

で
す
。
一
昨
年
ま
で

謡
□
雛
馨
舗
藤
叶
謡

其
の
成
果
は
非
常
に
あ
が
つ
て
お
り
ま

す
、
お
亙
い
は
各
自
の
鋸
螢
嘉
模
に
応

じ

て
管
理
の
合
孤
化
を
図
ら
ね
ば
な
り

ま
せん
。

E
貯
蔵
法
せ
つ
か

く
、
搭
蓋

藷
き
さ
ら
せ
な
s
よ
う
a
v
由
め

esx
の
s
s
v
a
が
で
き
る
譲
孚
芒

て
、
育
苗
か
N
貯
蔵
ま
で
、
一
貫
し
た

一

親
培
を
望
ん
で
止
み
ま
せ
ん
。
次
に
昭

和
二
登
饒
渠
の
嚢
疑
の
成

g
g
e
k
か
げ
て
み
ま
す
妄
ゐ
よ
う
で

す
“
大
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